夢 の 休日 ん / 
加 還 の 2 
2022 年 12 月 6 日 ( 木 ) 発 -2023 年 2 月 23 昌 ( 木 ・ 祝 ) 発 
3 月 3 日 (月 ) 発 4 月 24 昌 (月 ) 発 .5 月 18 昌 (本) 発 


| せとうち の 海 に 浮か ぶ 、 ち いさ な 和 宿 」 


) guntU 


| ガン ツウ 」 で 芝 ぐ 4 日 間 


ガン ツウ (イメ ー ジ ) 
@guntQ 


| せとうち の 海 に 浮か べ 、 ちい \ る な 答 」 人 ガン ツウ に 搭載 され た 


ちい る な テン ダー ボー ト に 乗っ て 、 
外 せとうち に 点 在 す る 島々 の 

日 常 へ お 連れ し ます 。 
上 航路 や を の 日 の 

気象 海象 状況 に より 


容 が 変 
験 内 容 が 変わ り ま す 。 


ご 乗船 当日 
ご 案内 させ て ェ EEE テ > 
07G/SS は 9 語 

※ 船 外 体験 の 上 陸 す る 場 ミ - 

所 、 内 容 は 時 期 ・ 天 候 に よ 和 ・ 
り 予告 な く 変更 と な り ま す 。 ーー 

船 外 体験 が 中 止 と な る 場 1 
合 8 あ り ま す 。 テン ジン タ ニニ ボ 記 ド (3 父 三 ジ ) 


> オー プン デッキ 
也 ・ ダ イニ ング 


ーー ・ カ フェ 層 バ ー 
三 ・ 鮨 カウ ンタ ー 
ロ ・ シ ョ ッ プ 
ーー ・ ラ ウン ジ 


三 ・ ジ ム 
ロー リー レン ルーム 
(エス テ ※ 別 途 有 料 ) 
用 ・ サ ウナ 付 浴場 な ど 


※ エ レベ ー タ ー が 1] 基 あ り ま す 。 バ リア フ 
リー 対応 の 客室 は あり ませ ん 。 9 
を 使用 ゐ れ る お 客 様 は 事前 に ご 相談 
だ きい 。( 船 内 に 貸出 用 車いす 有 ) 

※ 骨 内 は 客室 内 の テラ ス 含め 禁煙 で 
す 。3 階 デッキ 指定 の (屋外 ) 喫煙 ス 
ペー ス を ご 利用 くだ さい 。 


癒 C6- め 


ン 


(内 風呂 付 ) 


錠 許 本 SG" き 旦 准 時 腔 


ン 


re ご rr へ NN ペー くき 有三 > 野 膨 ※ 
。twkow パ 千 r( へ 計 は コロ 枢 記 GS い Yrr 計 
er 避 虹 補 ざた の めき 史 ま 李 べ 呈 箋 
。 ト エー ミ テ ー さ へ ぷ ③ 式 NN 
er つぎ 党 時 的 ③ 落 融 下 で ささ で 菅 


本 器 の 史 中 受 1 半 認 池 の 半 吐 症 革 S 功 


GE の 0 較 に 3 テ 
圏 ず ガン ツウ スイ ー ト ※1 圏 グ ラン ドス イー ト 還 け ラ ス スニ ト 
(露天 風呂 付 ・ 約 90m) (露天 風呂 付 ・ 約 80m) (内 風呂 付 約 50m ノ 露天 風呂 付 ・ 約 50m) 


船首 の 前 方 を 独占 する ザ ガン ツウ スイ ー ト 。 4 つの 客室 タイ プ の うち 、 最 も 広い テラ ス 海 側 に 配 さ れ た ガラ ス 張 り の 内 風呂 付 タ イプ 、 檜 
客室 の つく 0 と し て は 珍し く 、 進 行方 向 の 景 を 誇る グラ ンド スイ ー ト 。 大 きく 取ら れ た 窓 の 浴槽 を 設え た 露天 風呂 付 タ イプ の 2 種 の 客室 


色 を 一 望 で きる 唯一 の 客室 で す 。 か ら は 、 せ と うち の あたたか な 光 が 注 ぎ こ を ご 用 意 し て いま す 。 
※1 ご 希望 いた だ いて か ら の 手配 と な り ま す 。 み ま す 。 ※「 テ ラス スイ ー ト 」 客室 に テレ ビ の ご 用 意 は 
詳し く は 販売 店 まで お 問合せ くだ きい 。 あり ませ ん 。 


オー ルイ ンク ルー シブ で お 楽し みい た だ アン 
ける ガン ツウ の お 食事 。 土 地 ご と の 食材 


食 は 、 瀬 戸 内 の 西 か ら 東 まで じ っ に 多彩 
で 四季 折々 の 魅力 に あふ れ て いま す 。 


一 期 一 会 の 食材 を 丁寧 に 調理 し 、 ご 提 ーー と ーーー ンコ 
供し ます 。 内 寺 一 宇和 晶 カウンター 6 席 だ け の 小さ な 鮨 カウンター. 兵庫 県 決 路 島 也 
(の ぶ ) 」 の 坂本 互生 氏 が 監修 し 、 瀬 戸 内 海 な 6 で は の 鮨 を ご 提供 し ます 。 


2 コン ウン 
和食 は 東京 都 原宿 の 老舗 割烹 「 重 よし 」 の 佐藤 奈良 県 「 極 舎 ( か し や )」 喜 多 
憲三 氏 が 監修 し て いま す 。 「 重 よし 」 の 料理 を 基本 誠一郎 氏 監修 の 和菓子 と お 
と し 、 お 客 様 の お 好み に あわ せ 調 理 し ます 。 手 間 人 茶 を お 楽し みい た だ け ま す 。 
人 2 公 寺 用 用 暇 か け て 作る 洋食 も ご 用 意 し て いま す 。 下 計 6?%-2 


神 勝 寺 禅 と 庭 の ミュ ー ジ アム | 含 空 院 」 を 貸切 
ー 福山 の 歴史 を 感じ る 琵 替 や 琴 の 演奏 鑑賞 


ーー 


いい いい べべ べく ここ 


っ ンジ ) 


時 


ー 恵 豊か な 自然 と 島 の 文化 に 触れ る |「 ガン ツウ 」 で 寛ぐ 4 日 間 


金 「 東 回 り 航 路 ガン ツウ 2 泊 3 日 ] コ ー ス に 乗船 し ます 。 スケ ジュ ー ル [  ] ニ ガン ツウ 通過 ポイ ント 
半生 大 迫力 の 瀬戸 大 橋 を くぐり 、 ご 乗船 東京 駅 (8:00 一 10:00) 発 二名 古屋 駅 = 新 大 阪 駅 = 
日 は 岡山 県 玉野 沖 ま で 向かい 、 翌 富 な 産業 で 発展 し 続け る 小豆 島 を 12/8 (東海 由 山 陽 新 幹線 グリ ー ン 車 )-m== キ 岡山 駅 一 一 O 岡 山 後楽 
UM 0 3 了 Sn 了 NR 0 5 を 証 ) 。( 昌 本 大名 国 の ひと つ ) 一 境 ガ 兵 ( 和 
され た 備讃 諸島 の 大 自然 と 奥深 い 文化 を 間近 で ご 覧 いた だ け ま す 。 ホテ 
義和 20081K 拉 お な 0 90022 の = の GOOD ミュ ー ジ アム 「 訪 空 院 ] (美しい 日 本 庭園 を 望み な が ら 琵琶 演 
SE 2 た の ーー | お し か いた だ さき ます) 一 和信 ( オ コ せ 会 
ベラ ビス タ スパ 人 2 名 1 室 1 名 1 室 2| | 計 ) ご 休 ビー ベラ ビス タマ リー ナ _ 
マリ ー ナ 尾道 16:30 頃 [ガンツ ウ ] 出 港 ヘン ン [ 因 島 大 橋 ] へ ヘ ツン [瀬戸 
っ 時 キ (50 8 大 橋 ] ヘン ご 夕食 ヘン 玉野 沖 / 岡 山県 ( 錯 泊 ) 
2 テラ スス イー ト 内 風呂 付 ( 約 50m) 900.000 本 | 1.470,.000 丁 ガン ツウ 和 内 名 回 


1 の 


テラ スス イー ト ( 約 100mi) | グラ ンド スイ ー ト ( 約 80m) 1.350,.000p ーーー 1210 こと で へ ツ 間 湾 / 硝 川 県 (前 泊 ) 
ーー 男 般 外 体験 :1 回 (予定 ※2) 【 ガ ン ツウ 船内 泊 】 賠 司 較 
ザ . ベ ラビ スタ ( 約 100m) ※1 | ザ ガン ツウ スイ ー ト ( 約 90m)※1 | 1.650.000F 還 昌 胃 ご 朝食 ン ン ン [ 生 の 浦 ] ン ン ン ン 1 1:00 頃 [ガンツ ウゥ 帰港 
※1 ザ ・ ベ ラビ スタ ザ ガン ツウ スイ ー ト は ご 希望 いた だ いて か ら の 手配 と な り ま す 。 詳 し く は 販売 店 ま ベラ ビス タマ リー ナーー「 ス テー キ 懐 石 都 春日 (鉄板 焼 の 
12/11 上 


で お 問い 合わ せく だ さい 。 ie ES 
※ 上 記 旅行 代金 より (名 古屋 駅 発着 )12000 円 引き 、( 新 大 阪 了 発 着 )21000 円 引き (日 ) ご 昼 食 符 弄 一 福山 駅 mm (山陽 ・ 東 海道 新幹線 プリ ー 


(岡山 駅 合流 ・ 福 山 駅 離 団 )36.000 円 引き LA 
※ 天 候 ・ 海 象 - 入 港 叶 間 港湾 管 理 な どの 諸事 情 に より 、 航 路 や 船 外 体験 が 変更 中 止 と な る 場合 20700) 着 較 因 連 
が あり ます 。 ご 乗船 後に ご 案内 きせ て いた だ きま す 。 船 外 体験 の 一 例 ( 務 定 ) 角 
※2 船 外 体験 は 一 例 (予定 ) と な り ます 。 体 験 内 容 の 正式 な ご 案内 は ご 乗船 後 と な り ま す 。 0 ーー = 
MA の Sh PS 5 $ 代 る 続く 手 延べ の 製法 を 守る 素麺 の 製 麺 所 見 学 ( 和 川上 小豆 郡 ) 
ご 乗船 2 日 目 の 船 外 体験 は 午前 も し く は 午後 の 1 回 を 予定 し て いま す 。 ご 乗 則 ZHH | 4 約 150 年 続く 老舗 の 醤油 蔵 上 学 ( 衝 県 小 豆 都 ) な ど 


※ 上 記 は 一 例 と な り ご 乗船 日 ご と に 異な り ま す 。 


ト 


ー 多 島 美 と 島 の 古き 良き 風景 に 和む |「 ガン ツウ 」 で 覧 ぐ 4 昌 間 


例 「 西 回 り 航 路 ガン ツウ 3 泊 4 日 ] コ ー ス に 乗船 し ます 。 スケ ジュ ー ル [ = ガン ツウ 通過 ポイ ント 
文 ガ ン ツ ウ に ゆっ た り と 3 泊 す る コー ス と な り ま す 。 東京 駅 (00 一 10:00) 発 = 名 古屋 駅 = 新 大 阪 駅 ーー 
広島 県 の 尾道 か ら 山口 県 の 上 関 ま で 、 原 風景 の 残る せとうち の 西側 を 堪能 する (東海 道 * 山 陽 新幹線 プ グリーン 車 ) mm- 福 山 駅 王 王 〇 【 ロ イヤ 


ル ロ ー ド 銀座 貸切 ] 神 勝 寺 禅 と 庭 の ミュ ー ジ アム [ 富 空 院 | 
(美しい 日 本 庭園 を 望み な が ら 琴 と フル ー ト の 演奏 を お 楽し 
(本 視 ) みい た だ きま す ) 一 一 ベラ ビス タマ リー ナ 


4 日 間 の 船旅 で す 。 本 航路 で は 、 尾 道 水道 や 音戸 の 瀬戸 を は じゅ と する 、 島 と 島 症 2723 
の 間 を 流れ る 狭い 水道 を いく つも 通り 抜け ます 。 古 来 より 流通 の 中 心 で あっ た 航 


ーー 


路 を 辿り な が ら 、 島々 が 織り な す 多 島 美 と 、 せ と うち の 古き 良き 風景 を 存 分 に お 楽 16:30 頃 [ガン ツウ | 出港 ペー ン ン [尾道 水道 ] ン ン ン ン ご 夕食 ン ン 
し みく だ さい 。 マツ 宮島 沖 / 広 島 県 ( 鏡 泊 ) 【 ガ ン ツ ウ 船 内 泊 】 世 図 
較 旅 行 代金 (東京 駅 発着 プ ご お 1 人 様 あたり ) 現地 オプ ショ ンプ ラン コー ド 1GGG000-2 24 マー ヘ へ ツン ご 朝食 ペン [宮島 瀬戸 ] ヘン ご 昼食 へ ヘン 
5 の ( 金 ) ご 食 ペペ ント 関 沖 7 山口 県 ( 氏 泊 ) 
0 2 名 1 室 1 名 1 室 還 般 外 体験 :1 回 (予定 ※2) 【 ガ ン ツウ 船内 泊 】 遼 司 較 
テラ スス イー ト 内 風呂 付 ( 約 50m) 3 ご 夕食 へ ヘン 大 三島 沖 / 愛 媛 県 ( 錯 泊 ) 
人 000 Mo0000 ) 。 箇 明 外 価 験 :1 回 (予定 *※2) 【 ガ ン ツ ウ 般 内 泊 】 賠 固 図 
テラ スス イー ト 露 天風 呂 付 ( 約 50m) 1.400,000 時 二 へ へ て ご 朝食 ヘン ン 1 1:00 頃 「 ガ ン ツ ウ ] 上 帰港 
グラ ンド スイ ー ト ( 約 80m) 1.750,000 幅 5 2/26 ベラ ビス タマ リー ナーー「 ス テー キ 懐 石 都 春日 」 (鉄板 焼 の 
cm 主要 000000 間 = Hm 
※1 6 ツウ スイ ー ト G ご い た だ いて か 6 の 手配 と な り ます 。 詳 し く は 販売 店 まで お 問い 合わ せ 20:00) 着 - - 一 司 
※ 上 記 旅 行 代金 より (名 古屋 駅 発着 )12000 由 引き 、 新 大 阪 発 着 )21000 円 引き 、 re 
パ 往 出 駅 合流 部 団 736.000 引 く 早 朝 の 静寂 に 包ま れ た 且 島 神社 の 参 提 ( 広 島 上 日 
※ 時 5 の II CN = より 、 航 路 や 船 外 体験 が 変更 ・ 中 止 と な る 場合 0 OO 市 ) 
) は 後に ご 案 い 6 $ 手 積み の 段々 畑 が 美しい 鹿島 の 散策 (広島 県 市) 
※2 船 外 体験 は 一 例 ( 予 定 ) と な り ま す 。 体 験 内 容 の 正式 な ご 案内 は ご 乗船 後 と な がり ます 。 $ 来 鳥海 峡 潮流 体験 (愛媛 県 今治 市 ) な ど 


ご 乗船 2・3 日 目 の 船 外 体験 は いずれ も 午前 も し く は 午後 の 1 回 を 予定 し て いま す 。 ※ 上 記 は 一 例 と な り ご 乗船 日 ご と に 異な り ま す 。 


行程 1 日 目 ま た は 2 日 目 に 、 神 勝 寺 禅 と 庭 の ミュ ー ジ アム へ ご 案内 。 約 7 万 坪 の 敷地 内 に は 日 本 庭園 を 時 むように 江戸 時 代 の 建造 物 が 
移築 され 、 幽 玄 な 世界 が 広がり ます 。 境 内 に ある 含 空 院 を 本 コー ス 貸切 に て 琵琶 や 琴 と フル ー ト の 演奏 (ご 出発 昌 に よっ て 異な り ま す ) を 
鑑賞 し ほす 。 ま た 、 秀 路 軒 に て お 抹茶 $ お 愉し みい た だ きま す 。 


日 本 庭園 を 望み な が ら 日 本 庭園 を 望み な が ら 
式 還 演奏 4 琴 ょ フル ー ト の 
ご 鑑賞 いた だ きま す 。 演奏 を 
2022 年 ご 鑑賞 いた だ きま す 。 
12 有 (本) 出発 
の 5 2 有 23 有 (本 祝 ) 出 発 
凍 EPC で さり 3』13D 品 人 


ーー EC め ) 


| 計 9 / < デ 5 アー ぶさ し し い さこ ニア 
_2023*3 朋 13 お) 発 ーー 悠久 の せとうち 時 間 を 旅 す る 一 | ガン ツウ 」 で 起 ぐ 4 日 間 
人 「 西 回 り 航 路 ガン ツウ 2 泊 3 日 ] コ ー ス に 乗船 し ます 。 スケ ジュ ー ル [  ]= ガ ン ツ ウ 通 過 ポ イン ト 
広島 県 尾道 市 より 西側 の 瀬戸 内 海 を 楽し む 3 日 間 の 航路 で す 。 ベ ラビ スタ マリ ー 東京 駅 (8:00-10:00) 発 == 名 古屋 駅 =ー 新 大 阪 駅 =m=ー 
ナ を 出港 後 、 ご 乗船 1 日 目 は 尾道 水道 や 音戸 の 瀬戸 な どの 挟 水 道 を 抜け 、 厳 島 骨 3/13 ( 束 泡 道 : 山 陽 新 圭 線 プ リー ン 車 ) "ーー 岡山 駅 一 の 剛 由 後 楽園 
方 面 まで 足 を 延ばし ます 。 ご 乗船 2H 目 は 安芸 灘 と び し ま 海道 を 通過 し 、 広 島 県 Oi 
竹原 市 方 面 へ 。 芸 予 諸島 の 多 島 美 に 酔い し れ な が ら 、 千 年 6 の 歴史 を 繋ぐ で せ と ーー の 
由 ーー 人 モ ト 、 ホー ナ el 
75 に れる の 時 を 作 験 で き 2 が で す 。 ミュ ー ジ アム 「 信 空 院 | (美しい 日 本 庭 還 を 望み な が ら 琴 と フ 
画 旅 行 代 金 (東京 駅 発着 プ お 1 人 様 あ た り ) 現地 オプ ショ ンプ ラン コー ド 1GGG000-3 3/14 ルー ト の 演奏 を お 楽し みい た だ きま す ) 一 一 料亭 旅 館 魚 信 ] 
Q 消 色 2| ) ( オ コ や 会 席 の ご 昼食 )[ 策 門 - 一 - ペ ベラ ビス タマ リー ナ 
ベラ ビスタ スパ & の 2 名 1 室 1 名 1 室 16:30 頃 [ガン ツウ | 出港 ペン [尾道 水 道 ] へ ペン ご タ 食 ソン 
マリ ー ナ 尾道 "宮島 沖 / 広 島 県 ( 錯 泊 ) 【 ガ ン ツ ウ 船 内 泊 】 賠 司 較 
オー シャ ン フ ロン ト テラ スス イー ト 内 風呂 付 ( 約 50m) 900,000 本 | 1.470.000F 3715 へ ご 朝食 ご ン ツン [ 安 芸 灘 大 橋 ] へ ヘン ご 昼食 ヘン 
ラグ ジュ アリ ー ( 約 50mi) | 三 = 語 語 本 3 ご 食 へ へ ツン 伯 方 島 沖 / 愛 媛 県 ( 鐘 泊 ) 
テラ スス イー ト 露 天風 呂 付 ( 約 50m) | 1.050.000 后 | ーー 人 欠 体験 :1 回 (予定 ※2) 【 ガ ン ツ ウ 胎 内 泊 】 較 貼 較 
テラ スス イー ト ( 約 100mi) | グラ ンド スイ ー ト ( 約 80m) 1.350,000 幅 ーー へ ざ ご 朝食 ン ン ン ン [備後 灘 ] ン ン ン ン 1 1:00 頃 [ガン ツウ 帰港 
ザ . ベ ラビ スタ ( 約 100m) ※1 | ザ ガン ツウ スイ ー ト ( 約 90m)※1] | 1.650.000 貼 二 計 4|31e ベラ ビス タマ リー ナーー[「 ス テー キ 懐 石 都 春日 」 (鉄板 焼 の 
※1 ザ ・ ベ ラビ スタ ン ザ ガン ツン ー ト は ご ヽ た だ いて か ら の 手配 と な り ま す 。 詳 款 店 ( 木 ) 昼食 ) 椅 子 席 一 一 福山 駅 =*=- (山陽 東海 道 新幹線 グリ ー 
64 Yar 条 っ ト は ご 希望 いて か ら の 手配 と な り ま す 。 詳 し く は 販売 店 ま ン 二 うーー- 新 大 阪 了 ==ー 名 古屋 駅 me 東京 駅 (17:30 一 
※ 上 記 旅 行 代金 より (名 古屋 駅 発着 〉 12.000 円 引き 、( 新 大 阪 駅 発着 )21.000 円 引き 、 2000) 着 國 因 
(岡山 駅 合流 ・ 福 山 駅 離 団 )36.000 円 引き Pe 
※ 天 候 海 入浴 時間 . 港 湾 管 理 な どの 諸事 情 に より 、 航 路 や 船 外 体験 が 変更 ・ 中 止 と な る 場合 ーー 


日 る 江戸 時 代 の 町 人 文化 で 栄え た 竹原 の 散策 (広島 県 竹原 市 ) 
る 早朝 の 静寂 に 包ま れ た 岩 伺 神社 の 参拝 (広島 県 廿日市 市 ) な ど 
記 は 一 例 と な り ご 乗船 日 ご と に 異な り ま す 。 


が あり ます 。 ご 乗船 後に ご 案内 させ て いた だ きま す 。 
※2 船 外 体験 は 一 例 ( 了 予定 ) と な り ま す 。 体 験 内 容 の 正式 な ご 案内 は ご 乗船 後 と な が り ます 。 
ご 乗船 2 日 目 の 船 外 体験 は 午前 も し く は 午後 の 1 回 を 予定 し て いま す 。 


| 人 5 と = キキ アー デュ ノレ い テー や 
_2023*4 朋 24 日 (月 発 ー 悠 久 の せとうち 時 間 を 旅 する | ガン ツ ッ 」 で 覧 ぐ 4 日 間 
人 「 西 回 り 航 路 ガン ツウ 2 泊 3 日 ] コ ー ス に 乗船 し ます 。 スケ ジュ ー ル [  ]= ガ ン ツウ 通過 ポイ ント 
広島 県 尾道 市 より 西側 の 瀬戸 内 海 を 楽し む 3 日 間 の 航路 で す 。 ベ ラビ スタ マリ ー 東京 駅 (8:00-10:00) 発 二名 古屋 駅 =ー 新 大 阪 駅 mm 
ナ を 出港 後 、 ご 乗船 1 日 目 は 尾道 水道 や 音戸 の 瀬戸 な どの 挟 水道 を 抜け 、 厳 島 央 4724 (東海 道 山 陽 新 幹線 グリ ー ン 車 ) "= 岡山 駅 一 ご の 岡 後 楽園 
方 面 まで 足 を 延ばし ます 。 ご 乗船 2 日 目 は 安芸 灘 と び し ま 海道 を 通過 し 広島 県 
竹原 市 方 面 へ 。 芸 予 諸島 の 多 島 美 に 構い し れ な が ら 、 二 年 6 の 歴史 を 繋ぐ せ と 連 - ーー 
うち に 流れ る 悠久 の 時 を 体験 で きる 旅 で す ホテ ルーー 〇 【 ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 貸切 】 神 勝 寺 禅 と 庭 の 
MAMI M ミュ ー ジ アム 「 信 空 院 ] (美しい 日 本 庭園 を 望み な が ら 琵琶 演 
画 旅 行 代 金 (東京 駅 発着 プ お 1 人 様 あたり ) 現地 オプ ショ ンプ ラン コー ド 1GGG000-4 4/25 奏 を お 楽し みい た だ きま す ) 一 一 料亭 旅館 魚 信 ] (オコゼ 会 席 
Q 泊 有 5 2 ( 火 ) の ご 昼食 | 椅子 席 -- 一 ベラ ビス タマ リー ナ 
ベラ ビス タ スパ 0 2 名 1 室 1 名 ] 室 16:30 頃 [ガン ツウ | 由 港 ツン ン [ 放 作 水道 1 へ ンタ 食 ン ン 
マリ ー ナ 尾道 マン 宮 島 沖 / 広 島 県 ( 氏 泊 ) 【 ガ ン ツ ウ 船 内 泊 】 較 司 較 
オー シャ ン フ ロン ト テラ スス イー ト 内 風 器 付 ( 約 50m) | 930.000| 1.510.000p 4 っ 6 ンー 朝食 ペン [安芸 江 大 覆 ] へ ハン ご 昼食 ヘン ン 
ラグ ジュ アリ ー( 約 50m) | = ニュ 。。 、。 3 ご 夕食 へ へ ツン 伯 方 島 沖 / 愛 媛 県 ( 錯 泊 ) 
テラ スス イー ト 露 天風 呂 付 (。50m) | 1.060.000 ロ | 一 一 人 自 欠 外 体験 :1 回 (予定 2) [ガン ツウ 胎内 泊 】 遼 還 較 
テラ スス イー ト ( 約 100m) | グラ ンド スイ ー ト ( 約 80m) 1.360,000 幅 ーーー マ こぐ ご 朝食 へ ヘン ン [ 備 後 灘 ] ン ン ン ン 1 1:00 頃 [ガン ツウ |] 帰港 
ず . ベ ラピス タ ( 約 100m) ※1 | ザ が ガン ツウ スイ ー ト ( 約 90) ※1] | 1.660.000 ーー 4| 427 ベラ ビス タマ リー ナーー「 ス テー キ 懐 石 者 春日 」 (鉄板 焼 の 
※1 ザ ・ ベ ラビ = ガン ツ と = ご ゝ た だ いて か ら の 手 た 【 。 詳 志 店 ( 木 ) ご 昼食 )| 短 子 席 - 一 一 福山 駅 =ー (山陽 ・ 東 海道 新幹線 グリ ー 
5 6 2 ト は ご 希望 いた だ いて か 6 の 手配 と な り ます 。 詳 し く は 販売 店 ま 者 PBe ら 2 還 了 : き お (P 
※ 上 記 旅 行 代 金 よ り (名 古屋 駅 発着 〉 12.000 円 引き 、( 新 大 阪 駅 発着 )21.000 円 引き 、 2000) 着 較 因 
(岡山 駅 合流 ・ 福 山 駅 離 団 〉36.000 円 引き em 
※ 天 候 ・ 海 象 - 入 港 時 間 ・ 浴 流 管 理 な どの 諸事 情 に より 、 航 路 や 船 外 体験 が 変更 中止 と な る 場合 OPC に 0 の 
ご 乗船 後に ご 案 ヽ た だ Six 江戸 ヾ 栄え た 竹原 県 竹原 
が あり ます 。 ご 乗船 後 に ご 案内 させ て いた だ きま す 2 日 早朝 の 静寂 に 包ま れ た 服 島 神社 の 参拝 (広島 上 市 市 ) な ど 


※2 船 外 体験 は 一 例 ( 予 定 ) と な 0 ます 。 体 験 内 容 の 正式 な ご 案内 は ご 乗船 後 と な り ます 。 Pa ae 
ご 乗船 2 日 目 の 船 外 体験 は 午前 も し く は 午後 の 1 回 を 予定 し て いま す 。 GSR きま 


ー 恵 豊か な 自然 と 島 の 文化 に 触れ る | ガン ツウ 」 で 寛ぐ 4 旬間 


金 「 東 回 り 航 路 ガン ツウ 2 泊 3 日 ] コ ー ス に 乗船 し ます 。 スケ ジュ ー ル [  ]= ニ ガン ツウ 通過 ポイ ント 


尾道 より 東側 の せとうち を 楽し む 船 旅 で 0 東京 駅 (8:00 一 10:00) 発 王 呈 名 古屋 駅 =m 呈 新 大 阪 駅 =ー 
は 、 大 迫力 の 瀬戸 大 橋 を くぐり 、 ご 乗船 1 5/18 (東海 道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 〉m-=- 岡 山 駅 一 一 岡山 後楽 園 


( 木 ) (日 本 三 大 名 園 の ひと つ ) 王 一 境 ガ 浜 ( 泊 ) 
【 ベ ラビ スタ スパ & マ リー ナ 尾道 泊 】 軌 尼 図 


初日 は 岡山 県 玉野 沖 ま で 向かい 、 翌 日 


は 豊富 な 産業 で 発展 し 続け る 小豆 島 
を 経由 し ます 。 古 代 か ら の 海上 交通 の 
要衝 を 通り な が 6、100 以 上 の 島々 か ら 6 「 寺 
構成 され た 備讃 諸島 の 大 自然 と 奥深 
い 文化 を 間近 で ご 覧 いた だ け ま す 。 


ホテ ルーーー 〇 【 ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 貸切 】 神 勝 寺 禅 と 庭 の 
ミュ ー ジ アム 「 含 空 院 」 (美しい 日 本 庭園 を 望み な が ら 琵琶 演 
奏 を お 楽し みい た だ きま す ) 一 一 「 料 亭 旅館 魚 信 ] (オコゼ 会 席 
の 8 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 ベラ ビス タマ リー ナ 
16:30 頃 | ガン ツウ 」 出 港 ヘン ン [ 因 島 大 橋 ]] へ ヘン [瀬戸 
大 橋 ] こ ペン ン ご 夕食 へ へ 玉野 沖 / 岡 山県 ( 鉛 泊 ) 
【 ガ ン ツ ウ 般 内 泊 】 較 司 較 


画 旅 行 代金 (東京 駅 発着 / お 1 人 様 あたり ) 現 オプ ショ ンプ ラン コー ド 1GGG000-5 の 25 お 5 
Q 当 5/20 9 8 5 
②:3 省 上 2 8 3 へ 詫 間 湾 / 香 川上 ( 氏 泊 ) 
だ 2 ガン ツウ 2 名 1 宣 1 目 外 体験 1 回 (予定 ※2) ” [ガン ツウ 胎内 泊 ] 較 還 較 
= の 8 ご 朝食 へ ヘン ン [ 暫 の 浦 ] つ ヘン ン 1 1:00 頃 [ガン ツウ 」] 帰港 
ォ ー シ ャ ン フロ ント | プラ スス イー ト 内 風呂 付 ⑳50D | 960.000 本 1570.000 ベラ ビス タマ リー ナー 一 [ステ ー キ 居 石 者 人 日 板 和 
フグ ジョ ア リ ー 50 | ラス イード 時 天風 叶 @50m) | 1.080.000m| 一 一 3 ご ほ 人 ) 李 屯 一 福 山 駅 ==- (陽東 省 新 幹線 グリ ー 
FOO BEEEYSZE5325EE75S5 ン 車 ) = 呈 新 大 阪 駅 mn=ー 名 古屋 駅 =m== 東 京 恥 (17:30 
テラ スス イー ト ( 約 100m) | グラ ンド スイ ー ト ( 約 80m) 1,380,000 杏 20:00) 着 両 違 
ザ . ベ ラビ スタ ( 約 100m) ※1 | ザ ガン ツウ スイ ー ト ( 約 90m)※1 | 1.680.000 牛 間 還 


ーーーーーーーー- っ TYP RmPP ア ピー ニ 記 二 船 外 体験 の 一 例 ( 予 定 ) 吊 9 
※1 PTY 人 作 ER ト は ご 希望 いた だ いて か ら の 手配 と な り ま す 。 詳 し く は 販売 店 ま Eee2nml| く 代々 続く 手 べ の 製法 を 守る 素直 の 製 箇所 見 学 ( 和 上 小 ) 
※ 上 記 旅行 代金 より (名 古屋 駅 発着 ) 12000 円 引き 、〈 新 大 阪 駅 発着 )21000 円 引き 、 5 は だ さ 0 

(岡山 駅 合流 ・ 福 山 駅 離 団 )36.000 円 引き コリ キャー ヤシ ンー 
※ 天 候 ・ 海 象 - 入 港 叶 間 . 港 湾 管 理 な どの 諸事 情 に より 、 航 路 や 船 外 体験 が 変更 ・ 中 止 と な る 場合 

が あり ます 。 ご 乗船 後に ご 案内 させ て いた だ きま す 。 
※2 船 外 体験 は 一 例 (予定 ) と な り ま す 。 体 験 内 容 の 正式 な ご 案内 は ご 乗船 後 と な り ます 。 

ご 乗船 2 日 目 の 船 外 体験 は 午前 も し く は 午後 の 1 回 を 予定 し て いま す 。 


ロバ 1 泊 目 ご 宿泊 ホテ ル (※2/23 発 コー ス は 設定 が ご ざい ませ ん 。) 
ー。 ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 (広島 県 - 境 が 浜 ノ 洋室: ツイ ン ) 


や 
周 瀬戸 内 海 を 見 下ろ す 丘 に 儲 む 大 人 の 隠れ 家 リ ゾー ト ホ テ ル 。 全 45 室 の 客室 か 
ら 有 眺め る 瀬戸 内 の 風景 は 癒し の 空間 を 演出 し ます 。 ご 夕食 は 、 メ イン ダイ ニン グ 
日 エレ テ ギ ア に て 瀬戸 内 食材 が 織り 成す ディ ナー を ご 用 意 し ます 。 

※ 客 室 は ハリ ウッ ド ツ イン タイ プ と な る 場合 が あり ます 。 


ンー 


全 出発 日 共通 の ご 和 案 


國 12/8 発 ・3/13 発 ・4/24 発 ・5/18 発 コー ス 1 泊 目 の ホテ ル の ご 案内 は 上 記 を ご 覧 くだ さい 。 
画 食 事 : 朝 食 3 回 昼食 3 回 ・ 夕 食 3 回 較 最 少 催行 人 員 :6 名 
較 利 用 バス 会 社 :[1・2・4 日 目 (2/23 発 は 1・4 日 目 )] 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス 
画 添 乗員 : 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 (2/23 発 は 1 日 目 ) ガ ン ツ ツウ 乗船 前 まで 、4 日 目 ガ ン ツ ウ 下 船 後 か ら 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ガ ン ツ ウ 船 内 に は 乗船 同行 し ませ ん 。 
田 凡 例 : へ ヘン ン 「 ガ ン ツ ウ ] プ ーーー 新幹線 ーー パス また は ジャ ン ボ タフ シープ … 徒 歩 プ 〇 入場 観光 ン 〇 下車 ・ 下 船 観光 ン 較 朝食 / 屋 昼食 / 図 食 ノ 食事 な し 
画 往 路 ( ご 自宅 用 1 泊 目 ホテ ル ) 、 復 路 (1 泊 目 ホテ ル ラ ご 自宅 、「 ガ ン ツ ウ ]」 ラ ご 自宅 の 2 回 ) の 手荷物 配送 サー ビス を ご 利用 いた だ け ま す 。 
(※2/23 発 は 往路 (ご 自宅 用 「 ガ ン ツ ウ ]」) 、 復 路 (「 ガ ン ツ ウ 」 ラ ご 自宅 ) の 手荷物 配送 サー ビス の ご 利用 と な り ま す 。) 
※ ご 参加 は 15 歳 以上 の お 客 様 に 限り ます 。※ 気 象 条 件 、 道 路 状況 に より 行程 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
※ ご 参加 人 数 に より 、 ジ ャ ン ボ タク シー また は 中 型 ・ 小 型 タ クシ ー を 利用 する 場合 が あり ます 。 (ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 と な る 場合 が あり ます 。) 


ガン ツウ ご 乗船 に つい て の ご 案 


※[ ガ ン ツ ウ ] は 天候 海象 、 入 出港 時 間 な どの 事情 に より 、 ル ー ト ・ 上 陸 す る 島 ・ 所 要 時 間 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 

※ 船 外 体験 の 上 陸 す る 場所 、 内 容 は 時 期 ・ 天 候 に より 予告 な く 変更 と な り ま す 。 有 船 外 体験 が 中 止 と な る 場合 も あり ます 。 船 外 体験 ご 乗船 当日 に ご 案内 させ て いた だ きま す 。 

※ 船 上 で の 基本 の お 食事 ・ お 飲み 物 ( 一 部 有料 ) ・ 船 外 体験 や 船内 アフ ティ ビ テ ィ は 旅行 代金 に 含ま れ て いま す 。 一 部 特別 メニ ュー( エ ステ な ど ) は 別途 追加 代金 が か か り ます 。 (現地 払い ) 

※ 有 船内 で の お 食事 の お 時 間 、 内 容 は ご 希望 に 添え な い 場 合 が あり ます 。( 特 に 席 数 に 限り が ある 鮨 カウ ンタ ー の ご 利用 ) 

※ 船 内 の ドレ スコ ー ド は あり ませ ん 。 

※「 ガ ン ツ ウ 」] は 本 ツア ー で の 貸切 で は あり ませ ん 。 

※ 本 ツア ー で は ご 出発 前 に PCR 検 査 、 ガ ン ツ ウ ご 乗船 前 に 健康 質問 票 兼 同意 書 の ご 記入 な ら び に 検温 お よび 抗原 検査 を 実施 いた し ます 。 予 告 な く 変 更 ・ 中 止 と な る 場合 も や で ざい ます 。 
詳し く は 販売 店 係員 へ お 問合せ くだ さい 。 

※ 本 ツア ー ご 出発 前 に 海外 渡航 の 予定 が ある 方 は 販売 店 係員 まで お 知ら せく だ さい 。 

※ ベ ラビ スタ マリ ー ナ せとうち ラウ ンジ は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 感染 防止 の 観点 か ら 、 混 雑 状況 等 に より ご 利用 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


本 ツア ー に は 、 以 下 の 国内 旅行 保険 (※1) が 旅行 期間 中 (※2) に 補償 され て いま す 。 
死亡 後 遣 障害 保険 金額 (傷害 ) 1,.500 万 円 ・ 入 院 保険 金 日 額 ( 傷 害 ) 7,500 円 ・ 通 院 保険 金 日 額 ( 傷 害 ) 5.000 円 ・ 航 空 機 欠 航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 保険 金額 1 万 円 (※3) 


詳し く は 取扱 代理 店 まで お 問合せ くだ さい 。 
(※1) ジェ イア イ 傷害 火災 保険 株 式 会 社 を 引受 保険 会 社 と し て 契約 する 


国内 旅行 傷害 保険 特約 セッ ト 普 通 傷害 保険 の 約款 に 基づく 契約 で す 。 


(※2) ツ アー に 参加 され る それ ぞ れ の 旅行 者 に つい て 、 ツ アー に 参加 する た め に 自宅 を 出発 し て か ら 自 宅 に 帰着 する まで の 期間 を いい ます 。 


(※3) 航空 機 を 利用 し な い ツ アー に は 付帯 され ませ ん 。 


"旅行 条件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込 
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入 み くだ さい 。 


ご 旅行 条件 (要約 ) お 申し 込み の 際 に は 


@ 共 集 型 企画 旅行 契約 

この 旅行 は 、( 株 )JTB (以下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 
参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 旅行 契約 ] と いう ) を 締結 す 
る こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 お 渡し する 旅行 条件 書 ( 全 
文 ) 、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 と 称す る 確定 書面 及び 当社 旅行 業 約款 募集 型 
企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 な お 、 下 記 旅行 条件 と 別途 お 渡し する 旅行 条件 書 ( 全 
文 ) に 記載 され た 条件 と の 相違 が ある 場合 は 、 下 記 旅 行 条 件 が 適用 され ます 。 

人 @ 旅 行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 

(1) 当社 所 定 の 事項 を お 申し 出 の うえ 、 お 申込 金 お ひと り 様 ご 旅行 代金 の 20% 以 上 
を 添え て お 申込 みい た だ きま す 。 申込 金 は 旅行 代金 を お 支払 い の 際 差 し 引か せ て 頂き 
ます 。 (2) 当社 は 電話 、 郵 便 及 び フ ァ ク シミ リ そ の 他 の 通信 手段 に よる 旅行 契約 の 予 


信 旅 行 代金 に 含ま れる も の 


(1) 旅 行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 は 


普通 席 ( エ コノ ミー クラ ス ) 、 宿 泊 費 、 
税 諸税 。 


食事 代 、 入 場 料 ・ 拝 観 料 等 及び 消費 


(2) 添乗 貞 が 同行 する コー ス に お ける 添乗 員 経費 、 団 体 行動 に 必要 な 心 付 。 


(3) そ の 他 、 旅 行 代金 に 含ま れる 旨 表 示し た も の 。 


成立 日 が 旅行 開始 前 日 か ら 1 4 日 目 に あたる 日 より 前 の 場合 は 「14 日 目 ( 休 
業 日 に あたる 場合 は 翌 営業 日 ) ] と し ます 。 ) ま た 取消 料 の カー ド の 利用 日 は 
「 契 約 解除 依頼 日 ] と し ます 。 (但し 、 契 約 解除 依頼 日 が 旅行 代金 の カー ド 
利用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取 消 料 を 差し 引い た 額 

0 

ます 。 
(3) 与信 等 の 理由 に より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で 


これ ら の 費用 は お 客 様 の ご 都合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻 


し は いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 
含み ませ ん 。 ) 
信 特 別 補償 
当社 は 、 当 社 ま た は 当社 が 手配 を 代行 


約 申し 込み を 受付 ける こと が あり ます 。 こ の 場合 予約 の 時 点 で は 契約 は 成立 し て お ら 
ず 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 を 通知 し た 日 の 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に 申込 金 の 支払 
い を し て いた だ きま す 。 こ の 期間 内 に 申込 金 の 支払 い が な され な い 場 合 、 当 社 は お 申 
込み は な か っ た も の と し て 取り 扱い ます 。 
人 @ 旅 行 代 金 の お 支払 い 

旅行 代金 は 旅行 出発 日 の 前 日 か ら さ か の ぼっ て 13 日 目 に あたる 日 より 前 (お 申し 込み が 


間際 の 場合 は 当社 が 指定 する 期日 まで ) に お 支払 くだ さい 。 ま た 、 お 客 様 が 当社 提携 カー 
会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 お 客 様 の 署名 な くし て 旅行 代金 、 取 消 料 、 追 加 諸費 用 
な ど を お 支払 いた だ く こ と が あり ます 。 こ の 場合 の カー ド 利用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が 
な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 
例 取 消 料 
旅 和紀 立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 
申し 受け ま 
5 取消 料 (お ひと り 様 ) 

1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 上 

病 (日帰り 旅行 に あっ て は 1 1 日 目 ) 

に 2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 
起算 し て (日 帰り 旅行 に あっ て は 1 日 目 ) 旅行 代金 の 20%6 
AE LGSSKS__ 

3)7 四 に あたる 日 以降 の 衣 PS 

2 旅行 開始 日 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 

5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 

6) 旅行 開始 後 の 解除 双 は 無 連絡 不参加 | 旅行 代金 の 100% 


か か わら ず 、 募 集 型 企 画 旅 行 約款 別紙 
集 型 企画 旅行 参加 中 に 急激 か つ 偶然 
又は 手荷物 上 に 被っ た 一 
補償 金 又 ( 


< 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 


させ た 者 の 故意 また は 過失 の 有無 に 
特別 補償 規定 に 基づき 、 お 客 様 が 募 
な 外来 の 事故 に より 、 そ の 身体 、 生 命 


定 の 損害 に つい て 、 以 下 の 金 額 の 範囲 に お いて 、 
見 舞 金 を 支払 いま す 。 な お 、 


手荷物 の 損害 に 対し て 保険 金 を 支 


払う べき 保険 金 契 約 が ある 場合 は 、 当 社 は 、 当 社 が 支払 うべ き損 害 補償 額 を 


減額 する こと が あり ます 。 
・ 死 亡 補償 金 :1500 万 円 ・ 入 院 見 舞 


5 万 F 

1 お 客 様 1 名 に つき 
た り 10 万 円 を 限度 と し ます 。 ) 
お客様 の 誤 任 (抜粋 ) 


お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス を 円 滑 
こ 契約 書面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 され た と 語 証 


に 受領 する た め 、 万 が 一 
し た と き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に そ 
サー ビス 提供 機関 又は お 申込 店 に 申し 


人 @ 「 通 信 契 約 」 を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 秒 件 
当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 
「 会 員 の 署名 な くし て 旅行 代金 や 消 利 等 の 支払 い を 受け る こ と ( 


金 : 2 一 20 万 F 


通院 見 舞 金 : 1 一 
ー15 万 円 (た だ し 、 補 償 対 象 品 1 個 あ 


き な い 場合 、 当 社 は 通信 契約 を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同額 の 違約 料 を 
申し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 まで に 現金 に よる 旅行 代 
金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 

@ 国 内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 
、 け が を し た 場合 、 多 額 の 治療 費 、 移 送 費 等 が か か る こと が あり ます . 
また 、 事 故 の 場合 、 加 害 者 へ の 損害 賠償 請求 や 賠償 金 の 回 収 が 大 変 困難 
ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め に 、 お 客 様 ご 自身 で 充分 な 額 の 
内 旅行 保険 に 加入 する こと を お 勧め し ます 。 国内 旅行 保険 に つい て は 、 お 申 
込 店 の 販売 員 に お 問合せ くだ さい 。 

@ 個 人 情報 の 取扱 に つい て 
当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申込 の 際 に 提出 され た 昌 
情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 様 
が お 申し 込み いた だ いた 旅行 に お いて 運送 ・ 宿 】 に 

の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受領 の た め に 手続 に 内 で 利用 させ 
て いた だ きま す 。 こ の ほか 、 当 社 お よび 販売 店 で は 、① 当 社 及 び 当 社 と 提携 す 
る 企業 の 商品 や サー ビス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意見 や ご 


回 


回 


H 込 書 等 に 記載 され た 個人 


の 旨 を 添乗 貞 、 現 地 ガ イド 、 当 
出 な けれ ば な り ま せん 。 


坊 旅行 


員 ( 以 下 「 会 員 ] と いい ます 。 ) より 


感想 の ご 提供 の お 願い ③ ア ン ケ ー ト の お 願い 特典 サー ビス の 提供 ⑤ 締 計 
資料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ て いた だ く こと が あり ます 。 

@ 旅 行 条件 ・ 旅 行 代金 の 基準 

この 旅行 条件 は 2022 年 7 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2022 
年 6 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 規則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 


以下 


「 通 信 契 約 ] と いい ます 。 ) を 条件 に お 申込 み を 受け た 場合 、 通 常 の 旅行 条 


件 と は 以下 の 点 で 異な り ます 。 ( 受 


す 。) 

(1) 契約 成立 は 、 当 社 が 電話 又は 
信 し た と き (e-mail 等 電子 承諾 通知 
様 に 到達 し た と き ) と し ます 。 ま た 


※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー ス 変 更 、 運 送 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 の 一 部 
の 変更 に つい て も 、 全 体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 


人 @ 旅 行 企画 ・ 実 施 


等 を 通知 し て 頂き ます 。 
(2) [カー ド 利用 日 ] と は 旅行 代金 等 の 


託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場 
合 が あり ます 。 ま た 取扱 で きる カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な 


便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発 


り ま 


を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 


申込 時 に は 「 会 員 番号 ・ カ ー ド 有効 期限 」 


支払 い 又 は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 


日 を いい ます 。 旅行 代金 の カー ド 利 
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株 式 会 社 | 


観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 64 号 一 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協 会 正会員 

感動 の そば (に 、〉 つ も 。 東京 者 品 区 東 品 川 2.3-11 〒140-8602 っ な 
| ポ っ 保証 会 員 人 論 旅行 業 公正 取引 

- 上 人 本 人 会員 | 詳 対 5g 義 会 会 具 ーー 


管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 御 遠慮 な く 総合 旅行 業務 取扱 


日 は 「 契 約 成立 日 ] と し ます 。 (但し 、 


旅館 ・ ホ テル 等 に お いて 、 お 客 様 が 酒類 ・ 料 理 ・ そ の 他 の サー ビス 等 を 追加 され 
た 場合 は 、 原 則 と し て 消費 税 な どの 諸税 が 課せ られ ます の で ご 了承 くだ さい 。 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


